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� 特集

地域交流センター紹介

※�地域交流センターを使用する場合は、５日前までに使用許可申請書兼使用料減免申請書を古平町役場

総務課総務係に提出してください。

※町内の公共的団体（町内会など）が使用する場合を除き、使用料が必要となります。

※使用料につきましては、古平町役場総務課総務係にお問い合わせください。

 １階  

大ホール　調理実習室

多目的室１　多目的室２

 ２階  

和室１　和室２

 ３階  

中ホール　創作活動室

開館時間

火～土曜日

（午前９時～午後９時）

日曜日

（午前10時～午後６時）

月曜日、

年末年始は休館

 ２ 階  

図書館　視聴覚室
開館時間

火～日曜日

（午前10時～午後６時）

祝日

（午前10時～午後５時）

月曜日、

年末年始は休館

出
入
口
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出来事

　古平小学校運動会が５月21日（土）に多目的運動広場（小学校前グラウンド）で行われました。
　「徒競走」では、全力で走る姿に観客席から歓声が沸いていました。
　紅組と白組に分かれ、「綱引き」、「玉入れ」、「古小紅白ハリケーン」など様々な競技を行い、「最後ま
で正々堂々闘おう!!」のスローガンのもと、全員が元気いっぱいグランドを駆け回りました。

　古平中学校陸上競技記録会が６月３日（金）に古平中学校グラウンドで行われました。
　今年度は感染症対策を講じながら、保護者応援のもと、陸上競技記録会を実施しました。
　生徒たちは、学年対抗リレーやフィールド種目（走り幅跳び、走り高跳び、ボール投げ）などの競技
に一生けん命挑んでいました。特に学年対抗リレーは白熱した戦いとなりとても盛り上がりました。

小学校大運動会

中学校陸上競技記録会
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� 出来事

た

け

な

わ

学

級

５
１２

　

今
年
度
初
め
て
の
高
齢
者
教
室
た
け
な

わ
学
級
が
５
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
は
、
参
加
者
13
名
に
担
当
職

員
の
紹
介
や
年
間
行
事
予
定
に
つ
い
て
の

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開講式の様子

　

開
講
式
終
了
後
は
、
余
市
町
の
円
山
公

園
で
約
40
分
間
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
行
い
ま

し
た
。

ウォーキングを楽しむ参加者

わ

ん

ぱ

く

王

国

５
１４

　

５
月
14
日
に
少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
王
国

が
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ア
リ
ー
ナ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
わ
ん
ぱ
く
王
国
で
は
、

基
礎
体
力
と
運
動
能
力
の
向
上
を
図
る
た

め
、
３
人
１
組
で
２
本
の
ロ
ー
プ
を
使
っ

て
跳
ぶ
「
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
」
と
い
う
種
目

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
12
人
は
み
ん
な
で
声
を
掛
け

合
い
な
が
ら
楽
し
そ
う
に
練
習
し
て
い
ま

し
た
。

ダブルダッチ練習中の参加者

幼

児

セ

ン

タ

ー

交

通

安

全

指

導

５
１８

　

園
児
た
ち
が
信
号
の
見
方
や
横
断
歩
道

の
渡
り
方
な
ど
を
学
ぶ
「
交
通
安
全
指
導
」

が
幼
児
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら
み

ど
り
公
園
ま
で
を
歩
き
、
交
差
点
や
横
断

歩
道
で
は
前
後
左
右
か
ら
車
が
来
て
い
な

い
か
大
き
な
掛
け
声
で
し
っ
か
り
確
認
し

て
い
ま
し
た
。

　

道
中
で
は
、
花
を
見
つ
け
て
喜
ぶ
な
ど

楽
し
そ
う
に
歩
い
て
い
ま
し
た
。

警察のお話を真剣に聞いている園児たちみどり公園まで元気よく歩いている園児たち
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情報

　

今
回
、
道
内
自
治
体
で
の
地
域
貢
献

活
動
を
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り

入
れ
て
い
る
札
幌
大
谷
大
学
の
森
教
授

か
ら
、
古
平
町
と
の
新
た
な
交
流
に
つ

い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

















古
平
町
の
祭
り
を
盛
り
上
げ
る

 

札
幌
大
谷
大
学　

教
授　

森　

雅
人

















　

近
年
は
地
域
社
会
の
様
々
な
問
題
に

対
処
す
る
た
め
に
、
大
学
の
地
域
貢
献
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
私
が
所
属
す

る
札
幌
大
谷
大
学
で
も
地
域
社
会
の
内

発
的
発
展
を
担
う
「
地
域
人
」
を
養
成

す
る
た
め
に
、
２
０
１
２
年
に
社
会
学

部
地
域
社
会
学
科
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、
道
内
自
治
体
と
域
学
連

携
協
定
を
結
ん
で
、
地
域
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
し
て
大
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
加
え
た
り
、
卒
業
生
を
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
と
し
て
送
り
出
し
た
り
、

様
々
な
地
域
貢
献
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
古
平
町
の
場
合
は
、
鰊
漁
に

よ
っ
て
繫
栄
し
、
長
い
歴
史
の
中
で
個

性
的
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
地
域
で
す

か
ら
、
地
域
の
文
化
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
相
応
し
い
地
域
と
し
て

注
目
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
２
学
期
中
に
古
平
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
地
域
資
源
の
発

掘
事
業
「
郷
土
の
宝
さ
が
し
」
を
計
画

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
「
祭
り
の
活

用
」
を
テ
ー
マ
に
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

祭
り
を
活
用
す
る
と
い
う
問
題
に
関

連
し
て
は
、
国
が
２
０
１
７
年
６
月
に

「
文
化
芸
術
基
本
法
」
を
施
行
し
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
観
光
や
ま
ち
づ
く
り
、

福
祉
、
教
育
、
産
業
な
ど
の
幅
広
い
分

野
を
取
り
込
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
を

鮮
明
に
打
ち
出
し
た
も
の
、
と
私
は
受

け
止
め
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
宝
で
あ
る
文
化
財
は
、
保
護

だ
け
で
は
な
く
積
極
的
に
資
源
と
し
て

活
用
す
べ
き
で
あ
り
、
国
も
支
援
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

文
化
財
の
活
用
を
意
識
し
た
地
域
政

策
と
い
う
意
味
で
は
、
２
０
２
０
年
８

月
に
策
定
さ
れ
た
「
北
海
道
文
化
財
保

存
活
用
大
綱
」
も
、
か
な
り
活
用
の
方

向
に
舵
を
切
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
文
化
財
を
地
域
振
興
や
観
光

振
興
に
活
用
す
べ
き
と
し
て
い
る
点
や
、

国
や
道
の
文
化
財
指
定
が
円
滑
に
進
む

よ
う
指
導
・
助
言
を
行
う
と
い
っ
た
記

述
が
、
祭
り
で
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

る
古
平
町
に
と
っ
て
は
魅
力
的
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

古平町でのワークショップに備えて
関連写真のグループ化の練習風景

　

古
平
町
に
は
慶
応
元
（
１
８
６
５
）

年
に
丸
山
山
麓
に
社
地
の
割
譲
を
受
け

た
と
さ
れ
る
琴
平
神
社
と
、
そ
の
祭
礼

行
事
が
あ
り
ま
す
。
天
狗
（
猿
田
彦
）

の
「
火
渡
り
」
の
神
事
と
し
て
知
ら
れ
、

毎
年
大
勢
の
観
光
客
や
写
真
愛
好
家
が

訪
れ
て
い
ま
す
。
水
垢
離
に
つ
い
て
は
、

木
古
内
町
の
寒
中
み
そ
ぎ
祭
り
が
有
名

で
す
が
、
火
で
ケ
ガ
レ
を
祓
う
と
い
う

神
事
は
道
内
で
は
数
少
な
い
貴
重
な
行

事
で
す
。

　

古
平
町
の
祭
礼
は
神
輿
の
海
上
渡
御

と
、
町
内
渡
御
に
奴
と
山
車
が
供
奉
す

る
形
態
を
取
っ
て
お
り
、
北
海
道
の
日

本
海
側
の
漁
業
地
域
の
文
化
伝
統
を
今

日
ま
で
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
伝
え
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
貴
重
な
祭
り
は
、
古
平

町
の
み
な
ら
ず
、
北
海
道
の
宝
と
し
て

育
ん
で
い
く
べ
き
で
す
。

　

幸
い
に
し
て
、
平
成
31
年
３
月
に
は

姥
神
大
神
宮
渡
御
祭
（
江
差
町
）
が
北

海
道
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録
さ

れ
、
令
和
２
年
５
月
に
は
金
刀
比
羅
神

社
例
大
祭
（
根
室
市
）
が
続
き
ま
し
た

の
で
、
祭
り
を
地
域
の
資
源
と
し
て
活

用
し
よ
う
と
す
る
機
運
は
出
来
上
が
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

　

と
は
い
え
人
口
減
少
に
よ
っ
て
花
代

（
ご
祝
儀
）
も
減
る
中
で
、
祭
り
を
続

け
て
い
く
こ
と
自
体
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
地
域
住
民
は
も
と
よ
り
自
治
体

や
地
元
企
業
な
ど
の
理
解
と
協
力
が
な

け
れ
ば
、
祭
り
を
開
催
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
３
年

続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、
容
赦
な
く
祭
り

を
中
断
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
３
年
目
を
迎
え
た

の
で
す
。
こ
の
３
年
と
い
う
期
間
は
と

て
も
重
要
で
あ
っ
て
、
中
学
生
や
高
校

生
の
中
に
は
地
元
の
祭
り
を
知
ら
ず
に

地
域
を
離
れ
る
者
も
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
祭
り
を
開
催
す

る
し
な
い
の
判
断
に
は
、
複
雑
な
地
域

の
事
情
が
働
く
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ

の
度
、
古
平
町
は
祭
り
の
開
催
を
決
定

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
少
な
く
と

も
私
た
ち
は
古
平
町
の
皆
様
と
ご
縁
を

結
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
直
接
交
流
で

き
る
こ
と
を
、
今
か
ら
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
祭
り
の
動
画
撮
影

を
し
た
り
、
古
平
町
の
祭
り
に
関
心

の
あ
る
地
域
外
の
方
と
リ
モ
ー
ト
で
結

ん
だ
り
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
活
用
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
話
し
合
っ
た
り
、
祭
り
を

き
っ
か
け
に
古
平
町
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大学校舎玄関前で。地域社会学科
森ゼミの学生と森教授（下段中央）

大学生と小学生のコラボ事業「郷土の宝さがし」

札幌大谷大学 × 古平小学校
～ 新たな地域資源の発掘へ ～
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� お知らせ

小
型
家
電
収
集
ボ
ッ
ク
ス
の

場
所
が
変
わ
り
ま
し
た

　

役
場
旧
庁
舎
と
文
化
会
館
の
小
型
家
電

の
収
集
ボ
ッ
ク
ス
を
撤
去
し
、
５
月
か
ら

新
た
に
、
複
合
施
設
か
な
え
ー
る
１
階
正

面
入
口
横
と
新
地
町
の
古
平
福
祉
会
事
務

所
に
青
い
使
用
済
み
小
型
家
電
の
収
集

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

投
入
可
能
な
時
間
は
、
幼
児
セ
ン
タ
ー

を
除
き
各
施
設
の
開
場
時
間
内
で
す
。

　

小
型
家
電
収
集
に
つ
い
て
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
町
民
課
生
活
環
境
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

使
用
済
み
小
型
家
電

 

収
集
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

・
複
合
施
設
か
な
え
ー
る
１
階

　

正
面
出
入
口
横

 

（
浜
町
50
番
地
）

・
古
平
福
祉
会
事
務
局

 

（
新
地
町
21
番
地
４
）

・
認
定
こ
ど
も
園
ふ
る
び
ら

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

 

（
丸
山
町
29
番
地
）

・
古
平
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

 

（
浜
町
１
７
１
５
番
地
１
）

・
元
気
プ
ラ
ザ

 

（
浜
町
６
４
４
番
地
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

古
平
町
役
場
町
民
課
生
活
環
境
係

　

☎
０
１
３
５-

48-

９
８
３
８

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の

中
止
の
お
知
ら
せ

　

６
月
１
日
に
行
わ
れ
た
古
平
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
実
行
委
員
会
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
鑑
み
、

参
加
者
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
等
の
安
全
確
保

が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
10
月
に
予
定
し
て

い
た
第
47
回
「
古
平
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」

の
中
止
を
決
定
し
ま
し
た
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

古
平
町
役
場

　

教
育
委
員
会
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
０
１
３
５-

42-

２
５
９
０

上
水
道
料
金
の
軽
減
申
請

　

次
の
要
件
に
該
当
す
る
世
帯
は
、
申
請

を
す
る
こ
と
で
上
水
道
料
金
が
軽
減
（
以

下
「
減
免
」）
さ
れ
ま
す
。

※
既
に
上
水
道
料
金
の
減
免
を
受
け
て
い

る
方
は
、
改
め
て
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
減
免
さ
れ
る
要
件
を
満
た
さ
な
い

場
合
は
、
速
や
か
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

〈
要
件
〉

　

次
の
①
か
ら
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
世
帯
で
、
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
（
生

活
保
護
世
帯
を
除
く
。） 

①
70
歳
以
上
の
独
居
世
帯

② 

母
子
世
帯
又
は
母
子
世
帯
に
準
ず
る
世
帯

③ 

生
計
の
中
心
者
が
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
又
は
２
級
を
所
持
し
て
い
る
世
帯

④ 

妻
が
生
計
の
中
心
者
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
又
は
２
級
を
所
持
す
る
夫
を

扶
養
し
て
い
る
世
帯

⑤
災
害
等
で
生
活
困
窮
し
て
い
る
世
帯

〈
減
免
内
容
〉

　

一
般
家
庭
用
の
上
水
道
料
金
の
う
ち
、

基
本
料
金
を
毎
月
２
０
０
円
軽
減
し
ま
す
。

（
基
本
料
金
２
３
０
０
円
→
２
１
０
０
円
）

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

旧役場庁舎内覧会開催
役場が複合施設かなえーるに移転したため、

旧役場庁舎を解体することとなりました。

そこで、旧役場庁舎の解体工事を行う前に、

町民の皆様を対象として内覧会を実施します。

参加申込不要!!

　日　時　 　７月３日（日）１０時から１４時まで
　　　　ご自由に見学ください。

　場　所　 　古平町役場旧庁舎（古平町大字浜町４０番地４）

お問合せ先 　古平町役場総務課総務係

　　　　　　　　☎０１３５-４８-９８３５
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お知らせ

　

古
平
町
役
場
建
設
水
道
課
管
理
係

　

☎
０
１
３
５-

48-

９
８
４
１

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
航

空
学
生
・
防
衛
大
学
校
学
生
・
防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医
科
大
学
校

看
護
学
科
学
生
・
予
備
自
衛
官
補
（
一

般
・
技
能
）
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
当

事
務
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
対
策
を
万
全
に
し
て
随
時
説
明
会

を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補
生
の

採
用
年
齢
は
18
歳
以
上
33
歳
未
満
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

放
送
大
学
入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交

流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、第
１
回
は
８
月
31
日（
水
）

ま
で
、
第
２
回
は
９
月
13
日
（
火
）
ま
で
。

◇
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１-

７
３
６-

６
３
１
８

国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請

　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
が

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
う
不
慮
の
事
態
が
発

生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年

金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険

料
免
除
制
度
」
や
「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳

未
満
）」
が
あ
り
ま
す
の
で
、
役
場
の
国
民

年
金
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
度
分
（
令
和
４
年
７
月
分
か
ら

令
和
５
年
６
月
分
ま
で
）
の
免
除
等
の
受
付

は
令
和
４
年
７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
申
請
時
点
の
２
年
１
カ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

　

失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
経
済
的
に
困
難
に
な
っ
た
も
の
の
、
申

請
を
忘
れ
て
い
た
期
間
が
あ
る
方
は
、
役
場

窓
口
か
年
金
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

北
海
道
み
ん
な
の
日

　

北
海
道
の
価
値
を
見
つ
め
直
し
、
こ
れ

か
ら
の
北
海
道
を
考
え
る
日

　

１
８
６
９
年
（
明
治
２
年
）
、
北
海
道

の
名
付
け
親
と
さ
れ
る
松
浦
武
四
郎
が
、

明
治
政
府
に
「
北
加
伊
道
（
ほ
っ
か
い
ど

う
）
」
と
い
う
名
称
を
提
案
し
た
７
月
17

日
は
、「
北
海
道
み
ん
な
の
日
」
、
愛
称
「
道

み
ん
の
日
」
で
す
。

　

北
海
道
の
魅
力
と
価
値
を
再
発
見
し
、
北

海
道
を
誇
り
に
思
う
心
を
育
み
、
よ
り
豊
か

な
北
海
道
を
築
き
上
げ
る
こ
と
を
期
す
る

日
と
し
て
平
成
29
年
に
制
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
、
道
民
の
皆
様

に
は
北
海
道
に
愛
着
や
誇
り
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
北
海
道
の
魅
力
を
発
信
す
る
機

会
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
環
境
生
活
部

　

道
民
生
活
課
青
少
年
係

　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
６
６
３

知
っ
て
い
ま
す
か
？

北
海
道
の
「
苦
情
審
査
委
員
」
制
度

　

北
海
道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る
制
度
が
、
「
北
海
道
苦
情
審

査
委
員
」
制
度
で
す
。

　

皆
さ
ん
自
身
の
利
害
に
関
す
る
苦
情
で

あ
れ
ば
、
苦
情
審
査
委
員
に
申
立
て
が
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
、
苦
情
審

査
委
員
が
公
正
で
中
立
的
な
立
場
か
ら
、

北
海
道
の
関
係
機
関
に
対
し
、
必
要
な
調

査
を
行
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
北
海
道
の
業
務
に
不
備

な
点
や
制
度
に
問
題
が
あ
る
と
き
は
、
北

海
道
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求
め
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
個
人
情
報
の
保
護
に
も
十

分
に
配
慮
し
ま
す
。

① 

苦
情
の
申
立
て
の
窓
口
は
、
道
庁
の
道

政
相
談
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
振
興
局
の
総

務
課
で
す
。

② 

北
海
道
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
苦
情

申
立
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

③ 

苦
情
申
立
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
も
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　

北
海
道
総
合
政
策
部

　

知
事
室
道
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
１-

２
０
４-

５
５
２
３

７
月
の
休
日
当
番
病
院

　

当
番
病
院
診
療
時
間
は
９
～
17
時

７
月
３
日
（
日
）

　

森
内
科
胃
腸
科
医
院

 
(

☎
０
１
３
５-

32-

３
４
５
５)

７
月
10
日
（
日
）

　

よ
い
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
０
１
３
５-

21-

４
５
７
０)

７
月
17
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

 
(

☎
０
１
３
５-

48-

５
０
０
０)

７
月
18
日
（
月
）

　

脳
神
経
外
科
よ
い
ち
汐
風
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

（
☎
０
１
３
５-

21-

５
５
６
６)

７
月
24
日
（
日
）

　

わ
た
な
べ
内
科
医
院

 
(

☎
０
１
３
５-

22-

３
９
８
９)

７
月
31
日
（
日
）

　

北
郷
耳
鼻
咽
喉
科
医
院

 
(

☎
０
１
３
５-

23-

５
５
３
３)

※ 

余
市
協
会
病
院(

０
１
３
５-

23-

３
１

２
６)

に
は
、
常
時
日
直
の
医
師
が
お

り
急
患
に
限
り
診
療
し
ま
す
。

※ 

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

　
　
　
　
　

整
形
外
科
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お問い合わせ先
　北海道後期高齢者医療広域連合
　〒060-0062
　札幌市中央区南2条西14丁目 国保会館６階
　電話　011-290-5601

お住まいの市区町村
古平町役場　町民課保険係
電話　0135-48-9838

■ 保険証が新しくなります （黄緑色→黄色）
　現在ご使用の橙色の保険証の有効期限が令和４年７月31日をもって満了となる
ため、８月以降は使用できなくなります。
　７月中に新しい保険証を交付しますので、お手元に届きましたら、黄色の保険
証をご使用ください。

■ 有効期限が「令和４年９月30日」となります
　窓口負担割合の見直しにともない、今回のみ有効期限が短い保険証を交付します。
  ９月中に、新しい保険証をみなさまへ交付します。

新しい保険証は黄色です

◆減額認定証の交付対象…次の区分Ⅰ又は区分Ⅱに該当する方
区分Ⅱ ○ 世帯全員が住民税非課税で区分Ⅰに該当しない方
区分Ⅰ 世帯全員が住民税非課税である方のうち、次のいずれかに該当する方

○ 世帯全員の所得が０円の方
 （公的年金収入のみの場合、その受給額が80万円以下の方）

○ 老齢福祉年金を受給されている方

■ 減額認定証（限度額適用・標準負担額減額認定証）
限度証（限度額適用認定証）も新しくなります（橙色→水色）

☆減額認定証及び限度証の有効期限は「令和５年７月31日」となります
　現在ご使用の橙色の減額認定証及び限度証の有効期限が令和４年７月31日を
もって満了となるため、８月以降は使用できなくなります。
　引き続き交付対象に該当する方は７月中に減額認定証及び限度証を交付しますの
で、８月１日からは水色の減額認定証及び限度証をご使用ください。
　保険証と異なり、９月に再交付はありませんので捨てずにお使いください。
　新たに必要となる方は、下記の交付要件に該当することをご確認の上、町民課保
険係へ申請してください。

◆限度証の交付対象…次の３区分のうち、現役並みⅠ又は現役並みⅡに該当する方

現役並みⅢ 住民税課税所得が690万円以上の被保険者と、その方と同一世帯に
いる被保険者の方

現役並みⅡ 現役並みⅢに該当せず、住民税課税所得が380万円以上の被保険者
と、その方と同一世帯にいる被保険者の方

現役並みⅠ 現役並みⅢ・Ⅱに該当しない３割負担の方と、その方と同一世帯に
いる被保険者の方

新しい減額認定証及び限度証は水色です
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Cooking

6日【水】9：30～11：00
　西部お達者クラブ　
� 西部集会所

12日【火】13：00～14：00
　健康相談
� ふるびら温泉

20日【水】9：30～11：00
　沖・浜町お達者クラブ　
� 複合施設　かなえーる

21日【木】14：00～16：00　
　こころの健康相談
� 倶知安保健所
※３日前までにご予約ください
℡：0136-23-1957（倶知安保健所）

けんこう
カレンダー
7月

すこやかふるびら
　

熱
中
症
予
防
の
基
本
は
、
規
則

正
し
い
食
生
活
で
す
。
熱
い
か
ら
、

あ
っ
さ
り
ソ
ー
メ
ン
だ
け
で
済
ま
せ

て
い
ま
せ
ん
か
？
ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で

活
動
量
が
減
り
、
体
重
が
気
に
な
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

食
物
繊
維
が
豊
富

　

血
糖
値
の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
た

り
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え

て
動
脈
硬
化
を
予
防
し
ま
す
。

カ
リ
ウ
ム
い
っ
ぱ
い

　

カ
リ
ウ
ム
は
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄

し
て
高
血
圧
の
予
防
に
働
き
ま
す
。

抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
が
豊
富

　

抗
酸
化
作
用
が
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

Ｃ
Ｅ
は
血
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の

抗
酸
化
を
抑
え
て
動
脈
硬
化
の
予
防

に
働
き
ま
す
。

水
分
を
多
く
含
む

　

野
菜
に
含
ま
れ
る
水
分
も
血
栓
症

の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
る
『
脱
水
』

予
防
に
有
効
で
す
。

茄
子
の
カ
レ
ー

　
～
簡
単野

菜
た
っ
ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
～

辛さで
食欲アップ

材
料�

茄
子　
３
本
（
２
７
０
ｇ
）

豚
ひ
き
肉　
１
５
０
ｇ　

玉
ね
ぎ　
１
０
０
ｇ　

サ
ラ
ダ
油　
大
さ
じ
２

生
姜
・
ニ
ン
ニ
ク　
各
１
か
け　

カ
レ
ー
粉　
お
お
さ
じ
１
と
１
／
２

水　
カ
ッ
プ
１
／
３　

ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ　
大
さ
じ
２

塩　
小
さ
じ
１
／
２

作
り
方 

１�　
な
す
は
１
．
５
㎝
く
ら
い
の
角

に
切
り
サ
ラ
ダ
油
を
絡
め
る

２�　

玉
ね
ぎ
は
粗
み
じ
ん
切
り
、

し
ょ
う
が
、
に
ん
に
く
は
す
り
お

ろ
す

３�　
フ
ラ
イ
パ
ン
を
熱
し
て
１
を
広

げ
入
れ
中
火
で
動
か
さ
ず
に
２
分

焼
き
、
さ
ら
に
上
下
を
返
し
な
が

ら
２
～
３
分
焼
く
。
２
と
カ
レ
ー

粉
を
順
に
加
え
て
２
～
３
分
ず
つ

炒
め
、
ひ
き
肉
を
加
え
て
色
が
変

わ
る
ま
で
炒
め
る

４�　
水
、
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
塩

を
加
え
煮
立
っ
た
ら
弱
火
で
５
分

煮
る

５�　
器
に
ご
飯
を
盛
り
４
を
か
け
る

お
問
い
合
わ
せ

　

古
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� お知らせ

本の海より ～新刊と新聞検索サービスが入りました～

古平町図書館新刊のお知らせ

　古平町図書館に新刊図書が入りました。今回は150冊近く新しい本が入り、その中には賞を受賞した作品

や、映画化された作品などがあります。ぜひ図書館に足を運んでみてください。

『塞王の楯』
今村翔吾［作］

第166回直木賞受賞作
「石垣」対「鉄砲」、戦火の中で
生きた職人同士の戦いを描いた
小説。

『鬼遊び　鬼よぶわらべ歌』
廣嶋玲子［作］

「ふしぎ駄菓子屋銭天堂」シリー
ズの作者による、鬼と子供たち
の「静かな恐怖」の物語。

『工場夜景』
工場ナイトクルーズ［編］

日本初の「夜の工場」写真集。
また、夜間限定の工場さんぽに
必携のマップ＆鑑賞ポイントを
紹介している。

図書館のパソコンで使える新聞検索サービス　～ELDBアカデミック～

　図書館では、「ＥＬＤＢアカデミック」というサイトにアクセスすることができます。ＥＬＤＢアカ

デミックとは、新聞のデータベースで、過去（34年前）の掲載記事を検索し、閲覧することができます。

全国紙、地方紙を横断的に検索ができ、記事見出しと記事原文を表示し、印刷も可能です。

古平町図書館　複合施設「かなえーる」２階
開 館 日：火～日　10：00～18：00・祝日　10：00～17：00
閉 館 日：月・年末年始（12月31日～１月５日）・蔵書点検期間
貸出期間：２週間　　貸出冊数：１人15冊まで （図書と雑誌を合わせて）

対象紙一覧

全国紙 朝日新聞　読売新聞　毎日新聞　産経新聞　日本経済新聞

ブロック紙・
地方紙（49紙）

北海道新聞　河北新報　東京新聞　中日新聞　中国新聞　西日本新聞　
北日本新聞　南日本新聞　など

専門紙（48紙） 日刊工業新聞　日経産業新聞　日経MJ（流通新聞）
フジサンケイビジネスアイ　電波新聞　電気新聞　化学工業日報　など

スポーツ紙 夕刊フジ　日刊ゲンダイ　日刊スポーツ　報知新聞　スポーツニッポン

［臨時休館のお知らせ］
７月10日（日）は選挙の投票会場となるため、臨時休館とさせていただきます。
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町の人口と世帯数
� 前月比
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第４回ふるびら歴史アルバム
　幼児センターで交通ルールの重要性を学習する交通安全指導が行われました。
　そこで、第４回目は交通安全をテーマに古平町警察署の写真が残っていたので紹介します。
　古平町警察署廃庁式は昭和29年６月30日に行われました。
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